
 

第 1 問 

 問 1 1) 3.0 × 104 [Pa]   2) 5.0 × 104 [Pa] 

 問 2 1) ③   2) ⑩ 

 問 3 1) Al(OH)3 

2) Ag2O + H2O + 4NH3 → 2[Ag(NH3)2]
+ + 2OH− 

または、Ag2O +H2O + 4NH3 → 2[Ag(NH3)2]OH 

3) ③ 

 問 4 1) 曲線：昇華曲線または昇華圧曲線   点Ｂ：三重点 

      2) 超臨界流体   3) 水の融解曲線は傾きが負である 

 問 5 (n+1)Q1 + nQ2 － Q3 

 

第 2 問 

 問 1 1.96 × 10−10 [(mol/L)2]    問 2 1.96 × 10−9 [mol]  

 問 3 ②、③      問 4 CuS  9.56[g] 

 

第 3 問 

 問 1 アミド結合 

 問 2 
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第 4 問 

 問 1 (ア) 二酸化炭素  (イ) 水  (ウ) ヒドロキシ  (エ) 縮合  (オ) 開環 

    ※(ア) (イ)は順不同 

 問 2 C3H6O3 

 問 3 

 

 

 

 問 4 3 種類 

 問 5 1.50×103 個 

 

第 5 問 

 問 1 ④   問 2 ⑨   問 3 ⑦   問 4 ⑤ 

 問 5 6 個 

 

講評 

第 1 問は小問集合です。問 1 は気体、問 2 は電気分解、問 3 は金属イオンの再溶解、問 4 は状態図、問 5 は熱化

学方程式に関する問題でした。いずれも典型的な問題なので取りこぼしのないようにしましょう。 

第 2 問は溶解度積に関する問題です。2023 年度前期第 1 問でも溶解度積に関する問題が出題されていました。有

効数字が 3 桁なのでやや計算が面倒ではありますが、内容的にはそれ程難しくない問題でした。 

第 3 問は芳香族化合物の構造決定の問題です。化合物 D をフタル酸と決めつけてしまえば、あとは自然に決定で

きます。化合物 H は、CH3、CH2OH、CHO、COOH のうち共に COOH のものを除く、任意の 2 つの官能基をベ

ンゼン環のオルト位に置換したものであれば正解です。 

第 4 問は生分解性高分子化合物に関する問題です。いずれも典型的な問題なので取りこぼしのないようにしまし

ょう。 

第 5 問は脂肪族化合物に関する小問集合です。問 4 で、2-ブテンに塩化水素を付加した場合 2-クロロブタンしか

できないので、「主」生成物に違和感を覚えた受験生もいるかもしれませんが、正解とすべきでしょう。それ以外は

平易な問題でした。 

2022 年度後期や 2023 年度前期より易化し、問題量もそれ程多くないので、合格には 7 割 5 分以上は必要だと思

われます。 
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